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Validity and Efficacy of a developmental counseling room
program for parent  training
Ryo MOMOSE, Akiko SATO and Shinobu MATSUNAGA
This study examined the validity of a local counseling room program for parent training (PT) and confirmed 
its efficacy. The validity study indicated that the program’s system met the guidelines for PT. Then, we 
conducted a questionnaire survey to evaluate the program’s efficacy. Participants (N ＝158, 25 men and 
133women) responded to the Childcare Awareness / Behavior Scale before and after participating in the 
program. Their responses indicated that the six PT skills taught were “easy to understand.” Moreover, 
participants responded, “I think they are effective.” However, the “degree of execution” differed according to 
the task, and “positive attention” skill, which was the easiest to execute. Furthermore, “pretending not to 
notice and wait” and “timeout” had a low execution rate. Changes in the participants' “Child-rearing 
consciousness / behavior scale’s subscale scores indicated that their child-rearing consciousness and child-
rearing ability, and their confidence in child-rearing increased significantly because of the program. These 
results demonstrated the efficacy of the PT program in the local counseling room.
Key words : developmental disorders（発達障害），development consultations（発達相談），
family assistance（家族支援），parent training（ペアレント・トレーニング），

















































































Table 2に示す。平均年齢は、「幼児G」 4.26歳 （SD














































Table 1  　PT参加者のプロフィール  N＝158
幼児グループ 小学生グループ 合計
人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
参加者属性 母 64 （82.1） 68 （85.0） 132 （83.5）
父 13 （16.7） 12 （15.0）  25 （15.8）
祖母  1 （1.3）  0 （0.0） 　1 （0.6）
合計 78 （100.0） 80 （100.0） 158 （100.0）
参加形態　 単親参加 65 （83.3） 68 （85.0） 133 （84.2）
両親参加 13 （16.7） 12 （15.0）  25 （15.8）
合計 78 （100.0） 80 （100.0） 158 （100.0）
Table 2  　 PT参加者の子どものプロフィール  N＝133
幼児　N＝65 小学生　N＝68 合計
人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
性別 男児 48 （73.8） 44 （64.7） 92 （69.2）
女児 17 （26.2） 24 （35.3） 41 （30.8）
診断 診断あり 23 （35.4） 21 （30.9） 44 （33.1）
未記入 42 （64.6） 47 （69.1） 89 （66.9）
療育 療育経験あり 36 （55.4） 39 （57.4） 75 （56.4）
療育待機中  3 （4.6）  1 （1.5）  4 （3.0）












































































































回数 全 5回以上 6回
期間・時間 概ね隔週 1回、90～1 2 0分程度 1ヶ月に 1回、90分程度











































































































スキル 全体 N＝116 最小値 最大値 幼児　N＝56 小学生 N＝60 t  値
行動に注目する 説明 4.66 （ .49） 3 5 4.61 （ .53） 4.70 （ .46） -1.00 n.s.
実行度 3.70 （ .68） 2 5 3.81 （ .64） 3.61 （ .71） 1.60 n.s.
効果 3.97 （ .53） 2 5 4.04 （ .60） 3.92 （ .46） 1.20 n.s.
肯定的な注目 説明 4.70 （ .46） 4 5 4.70 （ .46） 4.69 （ .47） 0.10 n.s.
実行度 3.97 （ .67） 2 5 4.09 （ .66） > 3.87 （ .67） 1.78 †
効果 4.15 （ .72） 2 5 4.27 （ .75） 4.05 （ .69） 1.66 n.s.
指示の伝え方 説明 4.51 （ .58） 3 5 4.47 （ .60） 4.54 （ .57） -0.63 n.s.
実行度 3.71 （ .63） 2 5 3.89 （ .60） > 3.55 （ .62） 2.99 **
効果 3.91 （ .60） 2 5 4.05 （ .59） > 3.78 （ .59） 2.47 *
気づかないふり
＋待つ
説明 4.42 （ .62） 3 5 4.35 （ .67） 4.48 （ .57） -1.21 n.s.
実行度 3.03 （ .88） 1 5 3.07 （ .88） 3.00 （ .89） 0.45 n.s.
効果 3.31 （ .87） 1 5 3.44 （ .88） 3.20 （ .85） 1.49 n.s.
タイムアウト 説明 4.37 （ .60） 3 5 4.29 （ .61） 4.45 （ .60） -1.39 n.s.
実行度 2.94 （1.09） 1 5 2.90 （1.17） 2.96 （1.02） -0.30 n.s.
効果 3.24 （ .78） 1 5 3.31 （ .86） 3.18 （ .71） 0.92 n.s.
スペシャルタイム 説明 4.63 （ .54） 3 5 4.57 （ .60） 4.69 （ .47） -1.19 n.s.
実行度 3.48 （1.06） 1 5 3.66 （1.03） > 3.32 （1.07） 1.77 †
効果 4.02 （ .81） 2 5 4.09 （ .88） 3.95 （ .75） 0.92 n.s.
†p<.10,  *p<.05,  **p.01
注） 説明：「とてもわかりやすかった」～「とてもわかりにくかった」の5件法 , 実行度 :「よく実行できている」































Table 7　 育児意識・行動尺度の因子分析結果 （最尤法・Promax回転）
因子負荷量
項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
．肯定感情　α＝.82 
28．最近、子どもの成長が楽しみになった .74 .01 －.13 －.07 －.01 .05 －.13
 6．育児はやりがいがある .70 －.12 .30 －.01 －.01 －.08 .10
30．幸せだと感じる .69 .12 －.23 .03 .05 .04 .00
12．育児は楽しい .65 －.11 .30 －.02 －.14 .00 .08
39．この頃、子どもを頼もしく思うことが多い .52 .04 －.17 .01 －.02 .23 －.10




－.03 .97 .00 .01 －.08 .03 .17
37．子どもが言うことを聞かない場合、叩いたりなどの強い厳しい叱り方をする .11 .71 .06 －.08 .01 －.04 .14
21．子どもにあたりたくなる .04 .57 .20 .07 .08 .01 －.09
14．子どもを叱ることが多い －.07 .55 .05 .02 －.05 －.04 －.18
．否定感情　α＝.74
11．この頃、子どもが親の言うことを聞かなくなってきた －.01 .02 .77 .03 －.11 .02 －.08
 4．この頃、子育てが難しくなってきたと感じる －.04 .08 .63 .03 .03 .07 .01
17．最近、子どもが何を考えているか分からない .18 .02 .62 －.02 .15 －.13 .05
27．根気がなくなる －.09 .15 .41 －.03 .00 .15 －.07
．ソーシャルサポート　α＝.73
36．育児や人間関係の悩みを相談できる人がいる .00 －.09 .09 .97 .08 .01 .00
22．子育てで困ったときに、相談する相手がいなくて苦労することがある　＊ .16 .05 －.19 .60 －.02 －.12 .08
34．子育てで困ったときは、自分の友人たちに相談している －.14 .04 .05 .56 －.15 .11 －.03
．育てにくさ　α＝.91
19．私の子どもは育てにくい子どもだと思う .03 －.06 .06 －.03 .97 .02 .01
 5．私の子どもは、育てやすい子どもだと思う　＊ －.11 －.01 －.02 －.02 .86 .04 .05
．肯定的注目傾向　α＝.71
 1．私の子どものいいところを具体的に10個程度あげることができる －.03 .00 .04 －.04 －.01 .84 .09
20．私の子どものがんばっているところ（努力しているところ）を具体的に
　　10個程度あげることができる
.06 .03 .04 .08 .10 .66 －.10
31．子どもをほめることが多い .10 －.13 －.04 .01 －.02 .47 .09
．子育てへの自信　α＝.66
15．他の人はうまく子育てしているように見える　＊ －.02 .20 －.02 .02 .09 －.01 .88
 3．自分はこれでいいのかと自信がなくなる　＊ －.02 －.17 －.19 －.02 －.10 －.05 .48
32．私は自分の教育方針に自信がある .01 －.12 .02 .02 －.06 .18 .40
＊逆転項目 因子相関行列 －.27 －.37 .34 －.43 .54 .23
.41 －.05 .28 －.20 －.51

























事後」の単純主効果 （F （1, 103）＝23.19, p<.01）
が有意であった。また、「小学生」における「事
前・事後」の単純主効果が有意傾向であった （F





前・事後」の主効果が有意であり （F （1, 104）＝
4.19, p<.05, F （1, 105）＝34.97, p<.001, F （1, 103）































れぞれ互いに有意な正の相関を示し （rs＝ .22～ 
.49）、『否定感情』『叱責傾向』『育てにくさ』間
Table 8 「育児意識・行動尺度」下位尺度得点の PT 参加前後の平均値（SD）と分散分析結果
全体 幼児グループﾟ 小学生グループﾟ F 値
事前 事後 事前 事後 事前 事後 グループ 事前・事後 交互作用
肯定感情 3.62 （ 3.72） 3.75 3.84 3.48 3.60 3.83 † 4.19 * 0.78 n.s.
（ .68） （ .77） （ .59）（ .79） （ .73）（ .73） 幼>小 事後>事前
叱責傾向 3.58 3.14 3.50 3.08 3.66 3.21 0.96 n.s. 39.11 *** 0.08 n.s.
（ .83） （ .81） （ .89）（ .89） （ .77）（ .72） 事前>事後
否定感情 3.42 2.99 3.34 2.85 3.51 3.14 3.09 † 34.97 *** 0.54 n.s.
（ .79） （ .77） （ .82）（ .76） （ .76）（ .77） 小>幼 事前>事後
ソーシャルサポート 3.28 3.41 3.29 3.36 3.27 3.45 0.04 n.s. 2.95 † 0.57 n.s.
（ .92） （ .89） （ .92）（ .93） （ .92）（ .85） 事後>事前
育てにくさ 3.92 3.83 4.05 3.95 3.79 3.69 1.94 n.s. 1.62 n.s. 0.00 n.s.
（1.03） （1.06） （ .92）（ .96） （1.12）（1.15）
肯定的注目傾向 3.37 3.68 3.40 3.84 3.35 3.51 2.01 n.s. 21.37 *** 4.65 *
（ .80） （ .78） （ .84）（ .75） （ .76）（ .79） 事後>事前 事後：幼>小, 幼：事後>事前, 小：事後>事前
子育てへの自信 2.12 2.43 2.07 2.42 2.18 2.45 0.30 n.s. 17.79 *** 0.31 n.s.
（ .73） （ .81） （ .72）（ .87） （ .74）（ .75） 事後>事前
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